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 ３番目に、SCM と LCA を同じ土俵に適用することにより、コストと環境負荷の低減を図る。まずライフサイクル
【３】





















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 今日、Life Cycle Assessment（LCA）による製品評価が注目されている。LCA とは、製品が製造から廃棄までの
ライフサイクルの中で、環境から受ける資源やエネルギー及び、環境へのエネルギー排出量を集計し、その影響を定
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LCA データベースを用いたシステムにより、計算時間の短縮が見込まれる。さらに環境負荷の評価を積み上げ法だけ
でなく、産業連関法も用いると、農林水産業、製造業、サービス業などの様々な産業部門間で、部材やエネルギーの
取引により、どのぐらい互いに影響を与えているのかも考慮することができると考えられる。この点で環境大国をめ
ざす日本の環境政策をサポートするこのような環境見積もりシステムの構築は、大きな応用性をもつものであり、情
報科学の発展に寄与するものである。よって博士（情報科学）の学位論文として価値あるものと認める。 
